
１．グループ名 都市型干潟の楽しい使い方研究チーム

２．提案名 高島水際線公園における生物生息状況把握調査

３．活動の時期および内容

日にち 6月 24 日（9名） 7月 22 日（5名） 8月 19 日（8名）

実施内容
定例モニタリング：地形
調査、リスクの把握注１

定例モニタリング
調査方法の工夫

定例モニタリング
各種の調査方法の確認

日にち 9月 14 日(16 名) 9 月 17 日（19名） 10月 14 日(56 名)

実施内容
MM21 環境委員会の皆様
と一緒に行った特別調査

定例モニタリング
一般参加者に呼びかけた
公開調査（ゴカイ掘り調
査、釣り調査など）

日にち 12月 16 日(14 名) 1 月 14 日(17 名) 3 月 17 日（30名）注 2

実施内容
定例モニタリング
水中ビデオ撮影

定例モニタリング
ゴカイ掘り、引き網調査

定例モニタリング生き物
観察会、野島探検隊来訪

４．エリアマネジメントによる効果

市民の参加動向：10 月 14 日の公開調査は参加 56 名（一般参加 39 名）など、毎回の一

般参加を得ています。一般参加者には、地区住民や企業からもおられ、干潟に多くの生

き物が存在することを知り、驚き、喜び、楽しんでいました。

干潟の安全管理：スタッフの監視や長靴の用意などで安全管理を進めています。

干潟環境の存在：高島水際線公園の干潟域は、水中の酸素が不足しているときの生物の

逃げ場として生き物に貴重な場であり、東京湾の環境保全にとっても重要な機能を有

し、生物多様性を守る等の環境保全活動対象として有効な場を形成している。

５．今後の活動展望

○地域への貢献

最終回の平成２５年３月の活動では、散歩中の親子が飛び

入り参加し、次の調査では保育園の友達も誘ってくれるそう

です。野島で長年活動してきている小学生クラブの参加もあ

りました。都市型干潟の名所として、また地元の人々の憩い

の場としてより多くの人々が継続的に参加できるように活

動を定着していく必要があります。

○活動スタッフの充実

金沢区や、東神奈川で活動していたメンバーが主だったス

タッフでしたが、徐々に地元スタッフへの移行と充実を図り、

自律的な活動に転換していく必要があります。

○研究的なテーマ

人工の施設である都市型干潟が、生物多様性保全にとって

注 1：干潟での活動における危険個所の把握など 注 2：２月調査は荒天のため中止



も重要な場であることを科学的に明らかにしつつ、生態系サービスの発現についても

併せて検討したいと考えます。

２．平成 24 年度実施内容

下図に示すように、多様な生物の生息が確認されました。また、安全上の課題として

滑りやすい場所、カキなどが付着していてキリキズを生じやすい場所も確認できました。

10 月 14 日 公開調査（生き物の棲み処（すみか）探しプロジェクト）実施結果

ハゼは水中の酸素が不足している帷子川よりも干潟内に多く生息していることがわかり

ました。この干潟の存在は生き物にとって重要な場所であると考えられます。

12 月以降 その後生き物調査を継続し、地元参加者が徐々に増えつつあります。

コンクリート部のすべり

外側の干潟部
フナムシ、モエビ、ケフサイソガニ、フジツボ、

テナガエビの殻、ゴカイの巣穴多数
カキ、ホトトギスガイ、ムラサキイガイ、ソトオ
リガイの殻、アオノリ、ボラの稚魚、ハゼ




